
Ⅲ．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

ました。

この結果、販売電力量合計では、３.３％の減少となりました。

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

持することができました。

（単位：百万ｋＷｈ）

前　　期
累  計  期  間 累  計  期  間

(A) (B)

他 社 受 電

融 通 3 △ 2 5 － 3

6,7721,651 1,483 168 111.4

5,883 6,324 △ 441 93.0 27,461

－ －

合 計 7,520 7,805 △ 285 96.3 34,213

揚 水 用 △ 17 0 △ 17 11,995.9 △ 23

供 給 電 力 量

新 エ ネ ル ギ ー 等

前第１四半期
増　　減 前年同期比％

原 子 力

所の計画外停止などがありましたが、供給設備の適切な運用を図ったことなどから、安定供給を維
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泊発電所が全基停止していることに加え、出水率が９２.６％と平年を下回ったことや、火力発電・

水 力
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模需要 電 力 503 545 △ 42 92.4

以　外 電 灯 電 力 計 3,380 △ 145 95.7

2,732

2,602
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・ 電灯および電力は、春先の気温が前年に比べ高く推移したことによる暖房需要の減少などにより、

４.３％の減少となりました。

・ 特定規模需要は、春先の気温が前年に比べ高く推移したことによる暖房需要の減少や、紙・パル

・

販 売 電 力 量

前　　期
累  計  期  間 累  計  期  間
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当第１四半期 前第１四半期
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プ、機械工業での自家発電の稼働増などによる当社売電の減少などにより、２.４％の減少となり



３．収    支

（１）収    益

（２）費    用

た。

（３）損    益

・ 以上により、経常損益は、損失幅が１３１億円縮小し２９億円の損失となりました。また、

その他費用は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づく納付金の増加はありましたが、

・

・

３４３億円改善し１６４億円の利益となりました。

この結果、経常費用合計では、６２億円（４.１％）増加し、１,６０４億円となりました。

渇水準備引当金を全額取り崩したことなどにより、四半期純損益は、前年同期の損失から

諸経費の繰り延べなどにより、ほぼ前年同期並みとなりました。

修繕費は、火力発電所の定期検査基数の減少や工事の繰り延べなどにより、３４億円

減価償却費は、定率償却による逓減効果などにより、７億円（△３.３％）の減少となりまし

・

・

・

支払利息は、ほぼ前年同期並みとなりました。

（△２９.１％）の減少となりました。

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少はありましたが、昨年９月から実施した電気料金の値上

・ 人件費は、給料手当の削減や退職給付会計に係る費用の減少などにより、２４億円

その他収益は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づく交付金の増加などにより、・

・

の影響などにより、１２８億円（２１.６％）の増加となりました。

５０億円（７７.４％）の増加となりました。

この結果、経常収益合計では、１９４億円（１４.１％）増加し、１,５７４億円となりました。

・ 燃料費・購入電力料は、販売電力量の減少はありましたが、海外炭火力発電所の稼働減や渇水

（△１８.２％）の減少となりました。

げなどにより、１４４億円（１１.０％）の増加となりました。



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 66,565 61,521 5,044 108.2 267,342

電 力 料 79,400 70,022 9,377 113.4 306,389

(　小　　計　) ( 145,966 ) ( 131,544 ) ( 14,421 ) ( 111.0 ) ( 573,732 )

そ の 他 収 益 11,505 6,486 5,019 177.4 33,920

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 155,916 ] [ 137,137 ] [ 18,779 ] [ 113.7 ] [ 604,643 ]

合 計 157,472 138,030 19,441 114.1 607,652

人 件 費 11,059 13,516 △ 2,457 81.8 53,547

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 72,310 59,454 12,855 121.6 323,014

修 繕 費 8,462 11,942 △ 3,479 70.9 72,957

減 価 償 却 費 21,146 21,871 △ 725 96.7 89,784

支 払 利 息 4,177 3,989 188 104.7 16,336

そ の 他 費 用 43,247 43,339 △ 91 99.8 150,835

合 計 160,404 154,114 6,290 104.1 706,477

[ △ 129 ] [ △ 12,584 ] [ 12,455 ] [ － ] [ △ 84,259 ]

△ 2,932 △ 16,083 13,151 － △ 98,824

△ 19,391 1,781 △ 21,173 － 2,620

16,459 △ 17,865 34,324 － △ 101,444

－ － － － △ 37,236

16,459 △ 17,865 34,324 － △ 64,207

（注）営業損益、経常損益、税引前四半期(当期)純損益、四半期(当期)純損益欄の△は、損失を示しております。
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